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教育環境社会学 
 
 
              

2025 ᖺᗘ、「教育環境社会学」は、2025 ᖺᗘのኟ学

ᮇに、ಟኈㄢ⛬の学生ࡸ大学院㐍学を目ᣦす学㒊生をᑐ

㇟に、᭶᭙6限及び7限に㛤ㅮされたㅮ⩏で࠶る。ㅮ⩏

のᙧᘧはࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹを中ᚰに㐍められ、ཧຍ者は

ḟ㐌の資料を஦๓にㄞࡳ、ឤ᝿と␲ၥⅬをGoogle ࢛ࣇ

ー࣒でᅇ⟅した。ᢸᙜ者は、ᢸᙜする❶の࣓ࣞࣗࢪをస

成し、ⓙのឤ᝿ࡸ␲ၥⅬを㋃࠼ࡲた論Ⅼをᥦ♧した。ẖ

ᅇのᤵᴗでは、ᢸᙜ者がྖ会をົめࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹを

行った。 
本ㅮ⩏の教ᮦとして౑⏝されたのは、NJ ーࢧ࣓ࣝࢫ

ⴭ・ᒣ中ᘯヂ（1996）ࠗ 社会⛉学におけるẚ㍑の᪉ἲ㸸

ẚ㍑文໬論のᇶ♏ ⋢࠘ᕝ大学出∧㒊 で࠶る。ࠗ社会⛉学

におけるẚ㍑の᪉ἲ㸸ẚ㍑文໬論のᇶ♏࠘は、「ẚ㍑研

究」のព⩏と᪉ἲをయ⣔ⓗに論ࡌた᪉ἲで࠶る。ⴭ者の

ーは、ẚ㍑社会学を༢なる␗文໬の㐪い᥈しでࢧ࣓ࣝࢫ

はなࡃ、社会⌧㇟のᅉᯝ関係୍ࡸ⯡⌮論を᫂らかにする

ための⛉学ⓗ᪉ἲとして఩⨨࡙けている。᭩⡠は大ࡃࡁ

஧㒊構成になっている。๓༙では、ẚ㍑社会学の古඾と

して、ト࣒ࢣࣝࣗࢹ、ࣝ࢕ࣦࢡ、࢘ ࢙ーࣂーのẚ㍑᪉ἲ

をศᯒしている。ᚋ༙では、⌧代社会におけるẚ㍑᪉ἲ

論のᇶ本ၥ㢟㸫ศ㢮、測定、ᅉᯝㄝ᫂、⌮論໬など―を
ᩚ⌮している。 
௨ୗに、ྛᅇでྲྀりୖࡆられた資料とᢸᙜ者を♧す。 

 
6᭶16᪥(᭶) 
ᢸᙜỴめ 
 
6᭶23᪥(᭶) 
1❶ 本᭩の目ⓗp.13~（大ஂಖ） 
2❶ ẚ㍑ศᯒᐙとしてのࢗࢻ・ࢫࢩࢡࣞ࢔・ト࢕ࣦࢡ

ࣝp.19~（大ஂಖ） 
論Ⅼ㸸 
・ẚ㍑において、「ᅜẸᛶ」とい࠺要ᅉを⏝いることは

ጇᙜなのか。 
・トࣝ࢕ࣦࢡの「ẚ㍑」がどのよ࠺なព࿡をᣢつのか、

トࣝ࢕ࣦࢡの஦౛をྲྀりୖࡆたのはなࡐか。 
・ẚ㍑教育学⊂⮬のᙉࡳとは。 
 
6᭶30᪥(᭶) 

3 ❶ ẚ㍑社会学の࣒ࣛࢢࣟࣉ―࢚ミーࣝ・࣒ࢣࣝࣗࢹ

と࣐ࢫࢡࢵ・࢙࢘ーࣂー―S���a（⛬） 
論Ⅼ㸸 
・ẚ㍑社会学において「㐺ษなẚ㍑ᑐ㇟」はどのよ࠺に

定めるࡁ࡭か。 
・社会学研究における「主ほᛶ」と「ᐈほᛶ」のࣥࣛࣂ

 。かࡁ࡭にとる࠺はどのよࢫ
4  のẚ㍑社会学p.89~（出Ỉ）࣒ࢣࣝࣗࢹ ❶
論Ⅼ㸸 
・研究でぢ出したい本㉁と、その原ᅉはఱか。 
・定⩏すること、ኚᩘをᢅ࠺ことの㞴しさについて。 
 
7 ᭶22᪥(ⅆ) 
5 ❶ ࢙࢘ーࣂーのẚ㍑社会学p.137~（ᐑ㷂） 
論Ⅼ㸸 
・教育社会学ⓗほⅬからぢた࣒ࢣࣝࣗࢹと࢙࢘ーࣂーと、

ẚ㍑教育学ⓗほⅬからぢた࣒ࢣࣝࣗࢹと࢙࢘ーࣂー

はఱが㔜なり、ఱが␗なるか。 
・どのよ࠺なࣔࣝࢹを᝿定しているか。 
6 ❶ ศ㢮、グ㏙、測定p.177~（ᕷ୸、大㔝） 
論Ⅼ㸸 
・「もっとも᭷ຠな⛉学ⓗ᪉ἲを研究㐣⛬⮬యのయ⣔ⓗ

評価にࡩりྥけるࡁ࡭」とはどのよ࠺なことか。⮬身

の研究ศ㔝ではどのよ࠺な評価がᏑᅾしているか。 
・ྛ⮬の研究で、研究ᡭἲࡸㄪ査᪉ἲをどのよ࠺なほⅬ

で「ጇᙜ」だとㄝ᫂でࡁるか。 
 
8 ᭶4᪥(᭶) 
7 ❶ 関㐃、原ᅉ、ㄝ᫂、⌮論p.222~271.（๽） 
論Ⅼ㸸 
なにそࢇな᪉ἲ論ⓗ⪃ᐹも、どࢇーは、「どࢧ࣓ࣝࢫ・

れがᢏ⾡ⓗで࠶っても、つࡡに、その中で研究が行わ

れているᴫᛕⓗࡲたは⌮論ⓗ文⬦に␃ពしなけれࡤ

ならない」（p.271）とい࠺⤖論をᥦ㉳している。 
・「ẚ㍑」について⋡┤にឤࡌたこと。 
 
๓༙でከࡃ␲ၥⅬとしてᥦ♧されたことは、「ẚ㍑は

目ⓗか、ᡭẁか」「研究者の主ほをど࠺ᢅ࠺か」「教育社

会学、ẚ㍑ᅜ㝿教育学等、⮬らが専㛛とする学ၥのᅛ᭷
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ᛶはఱか」といった論Ⅼで࠶る。本᭩⡠では、ほᐹ者と

行Ⅽ者の⬟ືᛶとཷືᛶのḟඖによって࣒ࢣࣝࣗࢹと

࢙࢘ーࣂーの❧場を఩⨨付け、ᙼらがお஫いにṇ཯ᑐの

఩⨨に࠶ることを♧すᅗが、⮬らの研究の❧場を⪃࠼る

で大いにᙺ❧つものになった。それは、行Ⅽ者とし࠼࠺

ての❧場をᶓ㍈᪉ྥに、ཷືⓗ行Ⅽ者/⬟ືⓗ行Ⅽ者、

ほᐹ者としての❧場を⦪㍈᪉ྥにཷືⓗほᐹ者/⬟ືⓗ

ほᐹ者として㸲つの⛉学ⓗ▱㆑の生成の࣒࢖ࢲࣛࣃを

♧すᅗで࠶る。ྲཱྀ ືⓗ行Ⅽ者かつཷືⓗほᐹ者の社会学

ⓗᐇド主⩏の❧場をとる࣒ࢣࣝࣗࢹと、⬟ືⓗ行Ⅽ者か

つ⬟ືⓗほᐹ者の⌮ゎ社会学の❧場をとる࢙࢘ーࣂー

がᑐẚされていた。その他、⬟ືⓗ行Ⅽ者かつཷືⓗほ

ᐹ者としては、⌧㇟学、┦ᑐ主⩏、Ṕྐ主⩏が࠶り、ྲཱྀ

ືⓗほᐹ者かつ⬟ືⓗほᐹ者として、社会学ⓗ၏名論が

౛♧されていた。それࡒれの࣒࢖ࢲࣛࣃにはᙅⅬが࠶り、

それをඞ᭹しよ࠺とする᪉ἲ論ⓗດຊに╔目された。本

᭩⡠で♧されていたのは、こ࠺い࠺᪉ἲを⏝いるࡁ࡭と

い᫂࠺☜なṇゎではない。むしࢁ、᪉ἲ論ⓗ限⏺ࡸ論⌮

の㣕㌍で࠶る。それにᑐして、筆者は、┦関ᛶとᅉᯝᛶ

との間の୙☜定ᛶをඞ᭹するには、文⬦を⤫ไするດຊ

と、᧯సኚᩘを࣓ࣛࣃーࢱーⓗ定ᩘにኚ࠼るᢏἲが大஦

で࠶るなどといったලయⓗ᪉ἲをࡆ࠶ていた。 
ᤵᴗᚋ༙では、それࡒれの研究ศ㔝における研究᪉ἲ

ẚ㍑をするୖでのᕤኵなどについてពぢを出し合っࡸ

た。そこで、ඛ人のᘬ⏝をもって᰿拠とするのではなࡃ、

その⌮論ࡸ᪉ἲを⮬ศの研究ࢸー࣐に㐺⏝する࠼࠺で

ጇᙜで࠶るか、⤖論ࡲでの㐣⛬にぢⴠとしている他のኚ

ᩘがないかなど、⮬ᕫの研究目ⓗを᫂らかにした࠼࠺で

ከ㠃ⓗに検討するᚲ要ᛶを学ࢇだ。ࡲた、す࡭てྲྀりධ

れよ࠺とするのではなࡃ、⮬ᕫの研究をいかにࣝࣉࣥࢩ

に⢭㘐でࡁるかが大஦で࠶るとい࠺ពぢࡸ、๓ᥦのඹ᭷

を୎ᑀに行࠺ᚲ要が࠶るとい࠺ពぢが出た。ࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ

関ᚰをᣢࡸᙧᘧのᤵᴗを㏻して、␗なる研究ศ㔝ࣥࣙࢩ

つཧຍ者ྠኈが㆟論を㔜ࡡることで、⮬身ではẼ࡙かな

かったどⅬࡸ๓ᥦを発ぢすることがでࡁた。本ㅮ⩏でᚓ

られた▱ぢは、௒ᚋ⮬身が研究を㐍めていୖࡃで、⌮

論・᪉ἲ・ᐇ⿦の関係をᢈุⓗに検討しながら、⮬らの

研究ㄢ㢟を᫂☜໬していࡃための㔜要なᇶ┙になると

論⌮を、ࡁ☻られる。他者とのᑐヰを㏻してၥいを࠼⪄

⢭⦓໬していࡁたい。 
（文責㸸ಟኈ 1 ᖺ ᕷ୸⥤⏤Ⳁ）
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